Application of Game Theory to Wireless Communications by 山本, 高至
Titleゲーム理論の無線通信への応用
Author(s)山本, 高至







電通会誌12月_03_解説_山本.mcd  Page 1 12/11/09 15:39  v5.50
ゲーム理論の無線通信への応用
























































Koji YAMAMOTO, Senior Member (Graduate School of Informatics, Kyoto
University, Kyoto-shi, 606-8501 Japan).
電子情報通信学会誌 Vol.95 No.12 pp.1089-1093 2012年 12月
©電子情報通信学会 2012






f (, ) ()


































とができる．この表の各要素は f(, )，f(, )を表





















まず点 (, )=(A, X)を考える．この点は，ナッ
シュ均衡ではない．これは，プレーヤ 2 は戦略を =X
から =Yに変化させることで自分の利得 fを増加さ

















A 7，6 1，7 2，3
B 4，2 3，5 6，2
C 2，1 1，3 2，1
図  表  におけるナッシュ均衡の視覚的理解 (, )=(B, Y)
が唯一のナッシュ均衡である．この点以外で少なくとも片方のプ
レーヤは利得を上げる別の戦略を有する．
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更に変化させた点 (, )=(B, Y)が先に述べたとおり
ナッシュ均衡である．ただし，最初の点 (, )=(A, X)
















































(f(, ), f(, )) ()












利得を意味する交渉の不一致点の利得 (f, f) =
(f  , f




















このほか，f−f  と f−f  の和を最大とする功
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図  交渉ゲームの例 ABOを交渉の実現可能領域，Oを交渉
の不一致点とする交渉ゲームにおいては，パレートフロンティア
ABと双曲線との接点 C，傾き ·¸ 度の直線との交点 D，点 Aが，
それぞれナッシュ交渉解，均等解，功利主義的解による妥結点と
なる．












2 の伝送速度をそれぞれ 10 Mbit/s，1Mbit/sとし，割
り当てる時間割合をそれぞれ t，1−t (0≤t≤1)とする
と，スループットはそれぞれ 10t Mbits，(1−t)Mbits
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